
      

                         

 

三島公民館だより 

向
う
三
軒
両
隣 

三
島
公
民
館
長 

芝 

嘉
也 

年
頭
早
々
恐
縮
で
す
が
、
今
年
の
私
の
賀
状
の

一
首
。 

 
 
 

清
水
寺
管
主
の
揮
毫
に
寄
す 

震

災

の

絆

の

墨

書

雄

勁

ゆ

う

け

い

に 

復

興

目

指

す

列

島

の

春 

昨
年
東
北
地
方
を
襲
っ
た
大
震
災
は
未
曾
有
の

被
害
を
も
た
ら
す
一
方
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き

の
大
切
さ
を
再
確
認
さ
せ
も
し
た
。 

換
言
す
れ
ば
、
向
う
三
軒
両
隣
が
地
域
の
核
で

あ
り
、
社
会
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
言
え

る
。 ブ

ー
タ
ン
国
王
夫
妻
の
来
日
以
来
、
幸
福
度
と

い
う
言
葉
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
が
、
こ
の
三
島

地
区
が
従
来
以
上
に
強
い
絆
で
結
ば
れ
、｢

少
子
高

齢
化
何
す
る
も
の
ぞ｣

の
気
概
で
、
幸
福
度
一
位
の

地
域
に
な
り
た
い
も
の
で
あ
る
。 

月
平成 24 年 １

№１０３ 

１２月２６日、三島公民館において戸祇の子学級生３０名が、恒例の「しめ飾り作り」を行ないました。

協力・指導は三島老人クラブ役員の皆さんです。二宮健三さん（下大野）からこの行事のために「わら」

を提供していただき、正月に飾る立派な「しめ飾り」を完成させました。 



チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
連
覇 

体
育
協
会
長
杯
レ
ク
バ
レ
ー
大
会 

秋
も
深
ま
っ
た
十
一
月
二
十
七
日
、
恒
例
の
レ

ク
バ
レ
ー
大
会
が
農
林
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
日
吉
）
を
会
場
に
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
バ
レ
ー
コ
ー
ト
が

２
面
取
れ
る
体
育
館
な
の
で
Ａ
・
Ｂ
の
コ
ー
ト
に

別
れ
、
各
コ
ー
ト
で
総
当
り
を
行
い
、
Ａ
・
Ｂ
各

１
位
同
士
・
ま
た
最
下
位
同
士
で
の
決
勝
戦
・
ブ

ー
ビ
ー
争
い
を
行
な
い
ま
し
た
。
試
合
中
、
選
手

の
意
気
込
み
は
充
分
な
が
ら
、
珍
プ
レ
ー
も
随
所

に
見
ら
れ
、
大
会
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
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生
涯
学
習
教
室
の
開
催 

 

今
年
も
、
松
浦
要
喜
さ
ん
（
奈
良
）
を
講
師
に

迎
え
、
九
月
十
六
日
を
初
回
に
全
１
０
工
程
で
牛

鬼
面
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

受
講
生
は
五
名
、
面
作
り
は
初
め
て
の
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
講
師
の
熱
心
な
指
導
の
お
か
げ

で
、
面
型
取
り
か
ら
組
み
立
て
、
和
紙
の
貼
付
、

下
地
塗
、
本
塗
、
仕
上
げ
な
ど
を
行
い
面
が
完
成

し
、
農
民
祭
の
作
品
展
示
に
出
展
し
ま
し
た
。 

        

今
年
度
二
回
目
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
、
入
舩
佳

代
子
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
延
川
）
を
講
師
に
迎
え
て

十
一
月
七
日
か
ら
八
回
の
予
定
で
開
催
し
ま
し
た
。 

例
年
二
月
に
行
な
っ
て
い
た
教
室
で
し
た
が
、

年
賀
状
作
り
を
し
た
い
と
い
う
要
望
が
多
か
っ
た

た
め
早
め
の
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

年
賀
状
作
り
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

干
支
の
お
気
に
入
り
の
イ
ラ
ス
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
り
し
て
、
平
成
二
十
四
年
に
向
け
、
受
講

生
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
好
み
の
年
賀
状
作
り
に
取
り

組
み
農
民
祭
の
作
品
展
示
に
も
出
展
し
ま
し
た
。 

 

公
民
館
で
は
こ
の
よ
う
な
生
涯
学
習
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
公
民
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

炭
焼
き
体
験
（
戸
祇
の
子
学
級
） 

 

今
年
も
程
内
覚
さ
ん
（
小
松
）
所
有
の
窯
で
、

戸
祇
の
子
学
級
生
、
五･

六
年
生
が
参
加
し
て
炭
焼

き
体
験(

窯
入･

窯
出)

を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

原
料
と
な
る
木
は
、
西
野
々
の
小
西
義
友
さ
ん

の
樫
の
木
を
分
け
て
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
り
、
ひ
と
窯
分
切
り
出
し
準
備
を
し
ま
し
た
。 

 

学
級
生
は
土
や
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
、
流
れ
作
業

で
窯
入
れ
を
行
い
、
数
日
後
の
窯
出
し
で
は
、
灰

に
ま
み
れ
な
が
ら
窯
の
中
か
ら
炭
を
取
り
出
し
、

出
来
上
が
っ
た
炭
を
袋
に
詰
め
込
ん
で
持
ち
帰
り

ま
し
た
。 

今大会の

成績 

ブ
ー
ビ
ー
賞 

準 

優 

勝 

優    

勝 

さ
く
ら 

リ
ア
ッ
プ 

ア
ラ
ジ
ン 

選手宣誓：前年度優勝チーム
アラジン（仁志 博昭） 

栄冠を手にしたアラジン(２連覇) 

受講生の力作 迫力満点 

パソコン教室受講中の様子 



品　　目 優　　　等 １　　等 ２　　等

米 城下　松喜（延　川） 芝　　清幸（下大野） 芝　　　茂（延　川）

小　豆 横山　　要（小　松） 横山　一郎（川　上）

ほうれん草 谷口　貞子（延　川） 高田　　寛（広　見） 小越　悦子（川　上）

ネ　ギ 都川　祐明（広　見） 芝　　　茂（延　川） 岩本　忠俊（小　松）

白　菜 高田　　寛（広　見） 古用　史郎（川　上） 松浦　和徳（久　保）

キャベツ 本倉美恵子（広　見） 中川　岩夫（小　松） 松浦　孝行（下大野）

大　根 駄場　　豊（川　上） 上野　松枝（下大野） 古谷　菊一（下大野）

カ　ブ 本倉美恵子（広　見） 坂中　志郎（川　上） 松本　健志（小　松）

にんじん 中町　達夫（延　川） 兵田　　弘（下大野） 芝　　　茂（延　川）

ゴボウ 城下　秀雄（延　川） 清家　　茂（下大野）

バレイショ 坂中　志郎（川　上） 土居　隆夫（延　川）

サツマイモ 中里　　忠（下大野）

栗 室　　孝雄（小　松） 高平　吉秋（下大野） 小川　俊一（延　川）

柿 米本　福徳（小　松） 坂本　幹夫（延　川）

柚　子 井伊　熊重（下大野） 芝　　計重（広　見） 松浦　典子（小　松）

キウイフルーツ 本倉　重幸（広　見） 古谷　菊一（下大野）

乾椎茸 清家　　昇（下大野）

ブロッコリー 中里　　忠（下大野）

大　豆 谷口　貞子（延　川）

生　姜 渡辺　民子（下大野） 橋村とし子（延　川）

  農民祭・総合文化祭

農林産物品評会の入賞者

「農民祭・総合文化祭」が11月20日開
催されました。今年は三島小学校で農
産物等展示・バザー・バーべキュー、
三島公民館で演芸・お茶会、餅まきは
延川住宅空き地、と３会場に分かれて
の催しとなり、寒い中移動などにおい
て大変ご迷惑をおかけしましたが、ど
の会場も多くの人出で賑わいました。

  品評会の入賞者をご紹介します。
ずらり並んだ農林産物を熱心に眺める地域の皆さん

今年も大好評の婦人会バザーコーナー

　今年初登場、「サラーム」
松浦力さんの歌声が大勢
の観客の涙をさそいました

今年初登場「三島いきいき運動教室」
の有志のみなさん、揃いのＴシャツで
日ごろの成果を披露



 
 
 
 
 
 

 
 

我
が
愛
し
の
三
島

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

       

 
 
 
 

 
 

 昨
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
逢
わ
れ
、 

現
在
、
故
郷
の
三
島
で
避
難
生
活
を
さ
れ
て
い
る 

薬
師
神
由
明
さ
ん
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

岩
手
県
宮
古
市
、 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
州
最
東
端
の
町 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
町
が
私
の
生 

 
 

活
の
場
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

故
郷
の
自
然
は
傷
つ
い
た
私
達
の
心
を
癒
し
、

周
り
の
人
々
の
優
し
さ
は
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
し
か
し
反
面
、
故
郷
の
風
景
は
変
わ
ら
な

い
も
の
と
信
じ
き
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
、
田

畑
が
減
り
、
森
林
が
増
え
、
山
は
荒
れ
（
幼
い
頃

に
遊
ん
だ
場
所
も
か
わ
っ
て
し
ま
っ
て
）
時
の
流

れ
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
う
、
あ
の
三
月

十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
日
ま
で
は
、
商
店
街

は
、
ほ
ぼ
全
滅
で
近
所
の
人
々
や
多
く
の
友
達
が

犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
当
然
私
の
自
営
の
店
も
全

壊
で
し
た
。
幸
い
に
も
命
が
助
か
っ
た
私
達
夫
婦 

     

は
、
私
の
故
郷
で
あ
る
三
島
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

両
親
が
高
齢
の
た
め
、
か
ね
て
よ
り
帰
郷
す
る 

事
は
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ
ん
な
形
で 

戻
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

震
災
で
自
然
の
怖
さ
を
知
ら
さ
れ
た
私
は
、
こ

の
三
島
で
こ
れ
か
ら
沢
山
の
自
然
の
恩
恵
に
出
会

う
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
自
然
と
の
共
存
を
肝
に

銘
じ
生
き
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

    

    

  
 
 

次
の
方
か
ら
三
島
公
民
館
、
三
島
自
治
会
に
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 十
二
月
二
十
七
日 

程
内 

伸
子
さ
ん
（
川 

上
） 

一
月 

 

十
日 

上
甲 

光
明
さ
ん
（
下
大
野
） 

一
月 

十
八
日 

程
内 

一
司
さ
ん
（
川 

上
） 

 

リ
レ
ー エ

ッ
セ
イ 

№40 

香
典
返
し
の
お
礼 

行 事 予 定 

－ ２月 － 

       

１３日（月）戸祇の子学級 

    田舎饅頭作り 

お茶作法教室 

      13：30～ 

       

１８日（土）音楽とダンスの集

い 18：00～ 

     日吉住民センター 

 

－ ３月 － 

 

２２日（木）自治会・町有林監査

 

（未）公民館運営審議会 

 （未）体育協会役員会・総会 

 （未）交安協役員会・総会 

  

        

 

 

 

 

 

祝・祭日には国旗を 

立てましょう。 

大
震
災
に
遭
遇
し
て 

薬師神由明さん 

（下大野） 

☆☆新刊ご案内☆☆ 

   タイトル名     ： 作者名 

謎解きはディナーのあとで１：東川篤哉

     〃      ２：  〃 

朝鮮王朝の歴史と人物   ：康 熙奉

朝鮮王朝の歴史と英雄   ：  〃 

心を整える        ：長谷部誠

はげまして はげまされて  ：竹浪正造

くじけないで       ：柴田トヨ

ＫＡＧＥＲＯＵ      ：斉藤智裕

 

今年は、以上の本を購入しましたので

お気軽にご利用してください。 

発 行 者 

鬼北町小松 1523 
三 島 公 民 館 
電話：48-0111 
FAX：48-0303 

 
公民館だよりは、下記のアドレ
スにアクセスすれば、カラーで
ご覧になれます。 

 
鬼北町ホームページ 

アドレス http//www.town. 
    kihoku. ehime.jp/ 
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